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わ た し は 、 だ ～ れ ？

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」
～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

３年生以上の社会科や総合的な学習の時間、そして、低学年は生活科
の学習などで、ふるさとに出て学ぶフィールドワークや、地域の方から
学校で学ぶ勉強が順調に進められています。
『体験』や『見学』では、伊藤茂昭先生をはじめ、多くの地域の方々

にお世話になっています。行政の皆さんにも、たくさんのご協力をいた
だいています。おかげさまで、「人」「モノ」「こと」に触れる、本物の
学びができています。

～最近行われた学習～

１年生 ６月 ７日・モリボの里で動物とのふれあいや自然体験（生活科）

３年生 ６月１６日・仙北地域めぐり（社会科）

４年生 ６月２３日・下水処理場の見学（総合的な学習の時間）

６年生 ６月２１日・埋蔵文化財センター等の見学（社会科）

☆１年生・モリボの里 ☆４年生・下水処理場

☆３年生・地域めぐり ☆６年生・埋蔵文化財センター

～今とこれからの学習～

２年生 ７月 １日・学校のまわりのまちたんけん（生活科）

４年生 ７月 ２日・菜のはなタイム（福祉体験・総合的な学習の時間）

５年生 ６月２８日、２９日・保呂羽山宿泊学習（学校行事）

昨日から５年生は、高梨小学校の５年生と一緒に、県立保呂羽山少年
自然の家で１泊２日の宿泊体験をしています。大自然の中で、野外炊飯
や夜のハイキングを楽しみ、今日はカヌーの体験もできました。
これからも、生活科や総合的な学習の時間を中心に、まだまだ横堀の

学びは続いていきます。詳しくは、学年のお知らせをご覧ください。

ふ る さ と 学習 真 っ盛 り ！



いよいよ夏本番！６月１８日に、４年生以上の子どもたちと先生方で、プールの清掃を
行いました。校務員の齊藤敏美さんが、前日から高圧洗浄機「ケルヒャー」で準備を進め
てくれたおかげで、昨年よりもずっと早く作業を終えることができました。
ありがたいことに、大雪の影響なのか、プールに潜む生物が少なく、去年真っ黒だった

壁面が驚くほどにきれいでした。
そして、ついに７月からプールでの水泳授業もはじまります。お家での健康チェックも

お忘れ無く！（忘れると、学校から電話が行くシステムですよ）

年に１度の訪問です。正しくは、秋田県教育庁南教育事務所
仙北出張所による学校訪問です。
この日は、所長と副主幹のお二人が、全ての学級の授業を写

真のように参観しました。写真では、何やらメモをしているよ
うですが、参観後には次のような感想と励ましの言葉をもらい
ました。先生方とは、今年度の「“楽”“笑”な学校」の取組の
成果を確かめ合うことができました。

○子どもたちの目が生き生きとしていて、輝いている。全員が学びに向かう姿が
とても印象に残っている。先生方の表情もとても温かく、笑顔である。

○どの学年も、先生方が教材の研究をしっかりとしているので、授業の組み立てが
スッキリしていて、とても安定感がある。授業で勝負できる学校である。

○先生方の声かけがよく、よいところをたくさんほめてもらって育てられている。
○低学年の規律がしっかりとしていて、去年とは全然違う。落ち着いていてびっく
りした。

○マスクの着用や机の上の整頓などが、すばらしく徹底されている。全ての学校を
訪問しているが、なかなか難しいことをきちんと全校でやっていることが伝わる。

○自分の仕事にやりがいを感じ、粋に感じて、先生方が育っている。やる気になっ
ていることがすばらしい。

「マスク」 「名札」をきちんと付けること。
「返事」や「あいさつ」をすること。
「ソーシャル・ディスタンス」を保つこと。

すべてが
自分で考える力と

自分の命を守る力へ
つながる

右の写真は、たいようくんタイムに集まったと
きの様子です。まだ、先生の声かけやお手伝いが
必要ですが、自分たちで考えて、安全を確保する
力を育みたいと願っています。
昨日、千葉の小学生が残念な事故に遭遇してし

まいました。今頃、親や先生は・・・と考えると、
心が痛みます。いくら注意しても防ぐことができ
ないこともあります。
それでも、“自分で考えることができる力”は、“自分たちできまりを守っていく力”

となり、命を守る行動にもつながるものだと考えます。
そのためにも、横堀小学校では、日常の「やるべきこと」や「きまり」に、『まじめに』

向き合う“心”を本気で育てていきたいと思います。


